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２ 担当者  
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３ 要 旨  

 キクに寄生するナミハダニを福島市、湯川村、会津本郷町、新地町、いわき市から６個体群を採集し、主
要殺ダニ剤７剤について常用濃度における殺虫（卵）効果を調査した。 

 
(1) 雌成虫に対しては、酸化フェンブタスズ（オサダンフロアブル）、ミルベメクチン（コロマイト水和剤）、ビ

フェナゼート（マイトコーネフロアブル）が高い効果を示した。アクリナトリン（アーデント水和剤）、クロル
フェナピル（コテツフロアブル）、テブフェンピラド（ピラニカＥＷ）は、全供試個体群で効果が低かった。

(2) 卵（孵化幼虫含む）に対する効果は､雌成虫における結果と同様の傾向が認められ､酸化フェンブタス
ズ、ミルベメクチン、ビフェナゼートの効果が高く、アクリナトリン、クロルフェナピル、テブフェンピラド
は、全供試個体群で効果が低かった。

４ その他の資料等  

 なし 


